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地方創生関連交付金活用事業の検証について 

 

１ 地方創生推進交付金について 

（１）対象事業 

   地方版総合戦略に位置付けられた自主的・主体的で先導的な事業 

（２）活用状況 

令和２年度においては 21 事業について計 4 億 9,611 万円活用。 

（３）重要業績評価指標（ＫＰＩ）の進捗状況 

 ≪全体の状況≫ 

 指標値を達成 
概ね順調に 

推移 

更なる取組み

が必要 

策定時を 

下回る 

その他 

（※） 
合計 

項目数 

23 項目 

（36％） 

３項目 

（５％） 

10 項目 

（16％） 

13 項目 

（20％） 

15 項目 

（23％） 
64 項目 

  ※「その他」は、R2 年度末時点のデータが未集計又は施策効果の発現・把握が今後になるもの 

 ≪各事業の評価≫ 

  いずれの事業についても「第４次山形県総合発展計画 実施計画」のＫＰＩ達成に有効

であった。 
 

２ 地方創生拠点整備交付金について 

（１）対象事業 

地方版総合戦略に基づく地方創生の推進に資する施設の整備等を行う事業 

（２）活用状況 

   平成 29 年度以降 11 事業に活用※し、うち令和２年度においては１事業について、 

計 3 億 737 万円活用。  ※ 地域再生計画期間内（原則５年間）の効果検証が必要 

（３）重要業績評価指標（ＫＰＩ）の進捗状況 

 ≪全体の状況≫ 

 指標値を達成 
概ね順調に 

推移 

更なる取組み

が必要 

策定時を 

下回る 

その他 

（※） 
合計 

項目数 
17 項目 

（53％） 

２項目 

（６％） 

４項目 

（13％） 

０項目 

（０％） 

９項目 

（28％） 
32 項目 

   ※「その他」は、R2 年度末時点のデータが未集計又は施策効果の発現・把握が今後になるもの 

 ≪各事業の評価≫ 

いずれの事業についても「第４次山形県総合発展計画 実施計画」のＫＰＩ達成に有効

であった。 

 

【参考】 

地方創生推進交付金制度要綱第12の規定及び地方創生拠点整備交付金制度要綱第10の規定により、当該事業に関する毎

年度の達成状況等について検証・評価するに当たり、学識経験者等の第三者の意見を求めるよう努めることとされているこ

とから、本県では山形県総合政策審議会において検証・評価することとしている。 

資料３－１ 
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地方創生関連交付金事業のＫＰＩ一覧 

 

１ 地方創生推進交付金活用事業 

 

 

目標値 実績値

製造品出荷額（ものづくり関連＋食料品製造業）（億
円）

3,285
統計値
未発表

その他

ＵＩＪターン就業者数（Ｕターン情報センター紹介によ
る就職者数）（人）

200 312 達成

製造品出荷額（食料品製造業）（億円） 1240
統計値
未発表

その他

農業産出額（億円） 545
統計値
未発表

その他

海外でテストマーケティングを実施した商品数（農林
水産物・加工食品の定番化の品目数）（品目）

67 10
更なる取組
みが必要

中間支援プラットフォームによる住民主体の地域活
動拠点（地域運営組織）形成（箇所）

138 189 達成

任期終了した地域おこし協力隊員の本県定住率
（％）

25.0
統計値
未発表

その他

名古屋便搭乗者数（人） 43,691 △ 9,055
策定時を
下回る

山形空港全体搭乗者数（人） 35,941 △ 140,135
策定時を
下回る

「いせでわ」ホームページ、山形空港ホームページを
合算したアクセス数：５カ年毎年10％増（件）

358,435 △ 157,209
策定時を
下回る

がんのメタボローム研究に有用な検体を選定し行う
メタボローム解析数（件）

1,550 2,963 達成

がんに特有な代謝物の発見数（件） 7 7 達成

がん研究センターとの連携した企業との共同研究も
含めた共同研究数（件）

2 11 達成

観光客数（人） 2,642,351
統計値
未発表

その他

創業支援対象者及び創業者数（件） 59 △ 76
策定時を
下回る

左沢線乗車人員（人） 13,804
統計値
未発表

その他

まちなか交流館の利用者数（人） 9,000 5,436
更なる取組
みが必要

水稲栽培における１日当たり所得（円） 872
統計値
未発表

その他

水稲10a当たり労働時間の短縮時間数（時間） 1.30
統計値
未発表

その他

県の支援による若者の創業件数（件） 30 123 達成

県や市町村等の各種公的相談窓口を利用した移住
者数（人）

1,320 1,426 達成

事業開始からR2事業終了時
までの増加分（累計） 進捗

状況
№ 事業名 事業概要 重要業績評価指標（ＫＰＩ）

1

 東北の「ものづくり」をけん引
する山形・宮城・岩手の「産
業人材・地域づくり」事業
（H28～R2年度）

地域産業振興の中核となる人材の
確保・育成や首都圏等からのプロ
フェッショナル人材のＵＩＪターン等
の促進

2

宮城・山形の魅力ある地域
資源の輸出拡大による攻め
の農林水産業推進事業
（H28～R2年度）

宮城県と連携した、農林水産物の
輸出拡大・交流人口の拡大

4
地方航空路線を利用した新
たな観光ビジネス創出事業
（H28～R2年度）

「いせでわ」連携を核とした航空路
線利用拡大の一層の推進

3

官民協働・地域間連携（中間
支援プラットフォーム構築）に
よる住民主体の地域づくり推
進事業
（H28～R2年度）

中間支援プラットフォーム構築によ
る住民主体の地域づくりの推進

ＩＣＴイノベーション創出事業
(H30～R2年度）

ＩＣＴを産業の現場で活用できる実践
的人材の育成、ＩＣＴを活用した「ス
マート農業」の普及や買物等の生活
支援サービスの提供等の実施

8
若者活躍促進事業
（H30～R2年度）

山形に対する誇り・愛着の醸成や若
者の創業支援等による若者の県内
定着・回帰の促進

7

5

がんメタボローム研究支援事
業
（H28～R2年度）

国立がん研究センターの研究連携
拠点の設置に伴う共同研究への
支援

6

フルーツラインＪＲ左沢線を活
用した「観光振興×まちづくり
×公共交通」広域連携プロジェ
クト
（H28～R2年度）

西村山1市4町において、観光インフ
ラ等であるフルーツラインJR左沢線を
活用し、「雪」などの地域資源を活用
した観光マーケティング（顧客満足度
調査やイベント等）を実施

【別紙】 
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目標値 実績値

山形県観光満足度（ＮＰＳ）（ポイント） 5.82 5.62 概ね順調

県外からの観光客数（千人） 1,200
統計値
未発表

その他

みなとオアシス酒田の主要４施設の総入込客数
（人）

105,356 △ 155,611
策定時を
下回る

山形県観光消費額（億円） 800.20
統計値
未発表

その他

バイオベンチャーと県内企業との共同開発の実施件
数（件）

8 9 達成

バイオベンチャーと県内企業との共同開発により事
業化が実現した件数（件）

6 6 達成

バイオベンチャーの雇用者数（人） 30 134 達成

新規航空路線［庄内＝成田線］搭乗者数（人） 98,000 4,971
更なる取組
みが必要

新規就航路線を含む庄内空港の全搭乗者数（人） 105,755 △ 303,295
策定時を
下回る

外国人旅行者県内受入数（人） 110,000 △ 65,209
策定時を
下回る

飛島観光客増加数（人） 100 △ 4,448
策定時を
下回る

飛島における新規雇用人数（人） 0 2 達成

漁協環境整備検討会への参加者数（延べ人数）
（人）

50 58 達成

避難路現地踏査回数（回） 7 6 概ね順調

本事業によって開発した旅行商品の売上金額（千
円）

5,600
統計値
未発表

その他

本事業によって開発した着地型旅行商品への参加
者数（人）

360
統計値
未発表

その他

蔵王における外国人宿泊者数（千人） 0.50 △ 11.20
策定時を
下回る

蔵王における山岳観光客入込数（千人） 0.00
統計値
未発表

その他

本事業により企業がＩｏＴ・ロボット等を導入した工程
等で向上した生産性（倍/社）

3.00 3.14 達成

本事業により新たにＩｏＴ・ロボット等の導入に取組む
企業数（社）

30 19
更なる取組
みが必要

本事業による創業支援件数（件） 130 143 達成

新たに研究開発プロジェクトに取組んだ企業数（社） 40 43 達成

12

飛島振興重点プロジェクト・
飛島まるごと元気活性化事
業
（R1～R3年度）

飛島の地域資源を活かして観光交
流や産業振興に取り組む若者達
の支援、若者の転入拡大の促進

13
新「世界の蔵王」プロジェクト
（R1～R4年度）

蔵王をはじめとする山岳資源を活かし
た観光誘客の促進、インバウンド等
の交流拡大に向けた受入体制の整
備、山形の魅力を活かした先導的ツ
アーの推進等

14

IoT等の先端技術導入による
中小企業の生産性向上推進事
業
（R1～R3年度）

ＩｏＴをはじめとする最新技術を活用し
た県内企業の生産性向上、成長分
野への新規参入や事業拡大の支
援、最先端技術を応用展開するベン
チャー企業の創出

重要業績評価指標（ＫＰＩ）

事業開始からR2事業終了時
までの増加分（累計） 進捗

状況
№ 事業名 事業概要

11

庄内空港の利便性向上によ
る地域産業振興・インバウン
ド誘客拡大等推進事業
（R1～R3年度）

ＬＣＣによる新規路線就航（庄内＝
成田線）による経済交流の拡大、
インバウンドの拡大

バイオベンチャー事業化支援
事業
（H30～R2年度）

慶應義塾大学先端生命科学研究所
の革新的研究シーズをもとに立ち上
がったバイオベンチャーの事業化支
援

10

9
酒田港の魅力を活かした賑わ
い向上事業
（H30～R2年度）

酒田港の魅力向上による誘客拡大・
観光消費の拡大
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目標値 実績値

本事業実施後における新規移住者数（県や市町村
等の各種公的相談窓口を利用した者）（人）

1,300 1,059 概ね順調

移住相談窓口（県及び市町村）への年間相談件数
（件）

1,350 6,400 達成

移住定住ポータルサイトトップページのアクセス件数
（件）

20,000 366,482 達成

冬季間の観光入込み客数の年間構成比（％） 1.0
統計値
未発表

その他

雪害事故の発生件数（減少数）（件） 6 △ 22
策定時を
下回る

県や市町村等の各種公的相談窓口を利用した移住
者数（人）

700 1059 達成

県産日本酒のうち純米酒及び吟醸酒（大吟醸酒、純
米吟醸酒、純米大吟醸酒を含む）の出荷量（課税数
量）の増（前年比１％増）（kl）

59.54 △ 274.16
策定時を
下回る

県産ワインの出荷量（課税数量）の増（前年比２％
増）（kl）

26.02 37.63 達成

県産日本酒の輸出量の増（前年比１５％増）（kl） 74.96 △ 44.21
策定時を
下回る

訪日外国人観光消費額（百万円） 3,065
統計値
未発表

その他

データ分析結果を活用して開発・改良した観光商品
の売上金額（千円）

950 0
更なる取組
みが必要

県観光情報ポータルサイトを経由した宿泊予約成約
件数（件）

30 2
更なる取組
みが必要

延べ外国人宿泊者数（人泊） 55,540 △ 76,590
策定時を
下回る

地域企業に対する副業・兼業を含めた人材マッチン
グ件数（件）

52 112 達成

地域企業の経営課題に関する相談件数（件） 210 239 達成

後継者不足・事業承継に対応した他の機関との連携
件数（件）

2 2 達成

本移住支援事業に基づく移住就業者数（人） 220 6
更なる取組
みが必要

本移住支援事業に基づく移住起業者数（人） 2 1
更なる取組
みが必要

本移住支援事業に基づく起業者数（人） 6 3
更なる取組
みが必要

マッチングサイトに新たに掲載された求人数（件） 1,100 489
更なる取組
みが必要

21

女性・高齢者・障がい者新規
就業支援事業
（R1～R6年度）

女性、高齢者、障がい者の新規就
業者の掘り起こし、マッチング、伴
走支援

本事業により新規就業が実現した者の数（新規就業
者数）（人）

330 688 達成

20

山形県移住支援事業・マッチン
グ支援事業、山形県地域課題
解決型創業支援事業
（R1～R6年度）

東京圏からの移住並びに本県産業
への就業及び起業を後押しするため
の移住支援金の支給、本県産業と就
業者とのマッチング支援
地域課題解決型の社会的事業分野
における起業者に対する起業支援金
の支給

18

観光デジタルマーケティング
の推進による訪日外国人観
光消費額の拡大事業
（R2～R4年度）

データに基づいた観光施策やその
効果検証を行うことでＰＤＣＡサイク
ルの実行と確立を図り、国内外の
観光客一人ひとりに対し、きめ細
かな情報発信や着地型観光商品
を提供

19

プロフェッショナル人材を活
用した中小企業成長戦略実
現事業
（R2～R4年度）

プロフェッショナル人材戦略拠点の
設置・運営により、企業へのプロ
フェッショナル人材のマッチングの
ほか、副業・兼業人材のマッチング
を推進

進捗
状況

№ 事業名 事業概要 重要業績評価指標（ＫＰＩ）

事業開始からR2事業終了時
までの増加分（累計）

17
「日本一美酒県　山形」推進
プロジェクト
（R2～R4年度）

日本酒・ワインを中心に、食品関
係産業や伝統工芸・地場産業、観
光産業など本県の魅力ある地域資
源を活用・組み合わせた新たな価
値を持った商品・サービスの創出
や取引拡大

15
移住定住・人材確保戦略的展
開事業
（R1～R5年度）

移住定住・人材確保策を一体化・組
織化したうえで、本県への移住希望
者のニーズに寄り添った質の高い移
住定住・人材確保策を戦略的に展開

16

雪を活かした交流拡大による
地域活性化及び地域産業振興
事業
（R1～R3年度）

本県の雪の魅力の情報発信強化、
受入態勢の整備による交流人口拡
大、ICTを活用した効率的な道路除
排雪の実施など多様な除排雪の推
進
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２ 地方創生拠点整備交付金活用事業 

 

目標値 実績値

６次産業拠点施設を活用した加工品販売額の増加額（千円） 70,000 64,712 概ね順調

６次産業拠点施設を活用した新商品販売件数（件） 30 50 達成

県内農業者等による加工品販売額の増加額（千円） 250,000 612,000 達成

消費者ニーズにあった新品種等の導入による山形県産米全銘
柄品種の平均価格の向上（円/60kg）

1,017
統計値
未発表

その他

水稲原々種等専用乾燥調製・貯蔵施設の活用による供給可能
な原種種子の品種数の増加（品種）

3 3 達成

県が育成した品種において米の食味ランキング最高位「特A」
獲得する品数の拡大（銘柄）

2 1
更なる取組
みが必要

トマトの産出額の増加（千円） 900,000
統計値
未発表

その他

トマト生産経営体あたりの販売額の増加
（千円）

700
統計値
未発表

その他

海面漁業・養殖業の生産額のうち「庄内おばこサワラ」の平均
単価の上昇率（％）

10.0 11.9 達成

本施設を活用して庄内浜産水産物として新たに開発したブラン
ドの数（件）

6 6 達成

東京市場に出荷した庄内浜産水産物の出荷額の上昇率（％） 8.0 153.6 達成

「おくのほそ道」赤倉ゆけむり館の利用者数（人） 14,800 155,145 達成

「おくのほそ道」赤倉ゆけむり館の利用料金額（千円） 27,275 33,503 達成

赤倉地区内の観光入込客数（人） 60,000 21,296
更なる取組
みが必要

水稲の１日当たり所得（円／日） 872
統計値
未発表

その他

水稲の10a当たり労働時間の短縮（時間／10a） 1.3
統計値
未発表

その他

生育診断による山形県産米の食味ランキング「特Ａ」の獲得品
種数の増加（数）

1 1 達成

耐冷性及び高温耐性を兼ね備えた品種の育成数（数） 0
-

効果の発現が
今後

その他

水稲の10a当たりの収量（kg） 2 24 達成

水稲の一等米比率（％） 0.0 0.4 達成

乳製品加工施設を活用した農林大学校の乳製品の売り払い
収入額の増加（千円）

384 300
更なる取組
みが必要

乳製品加工施設を活用した学習、研修実施による乳製品加工
技術者数（人）

50 105 達成

本施設を活用した乳製品の開発・商品販売件数（件） 2 2 達成

長期貯蔵出荷されたぶどう「シャインマスカット」の量（t） 10.0 26.1 達成

本県にあったスマート（次世代型）ハウスの導入箇所（箇所） 2 2 達成

園芸試験場で新たに開発した品種（さくらんぼ「山形Ｃ１２号」、
食用菊「菊名月」）の導入面積（ha）

30.0 121.5 達成

電子部品・デバイス・電子回路製造業の付加価値額（百万円） 10,000
統計値
未発表

その他

工業技術センターの支援による企業の製品化実績数（件） 5 4 概ね順調

高度人材の育成数（人） 30 173 達成

施設整備によって向上した技術により増加した産出額（３品目：
えだまめ、さくらんぼ、ぶどう）（百万円）

700
統計値
未発表

その他

施設整備によって向上した技術により増加した醸造用ぶどうの
栽培面積（ha）

35
統計値
未発表

その他

施設整備により開発したすいか超省力栽培技術の導入面積
（ha）

40.0 12.0
更なる取組
みが必要

10
IoT製品評価センター（仮
称）整備計画（R2.6完成）

IoT等の分野で今後の成長が見込まれる
電子デバイスの高度化を図るための施
設設備等を整備

11
やまがたの園芸技術革
新を実現する研究拠点整
備計画（R2.3完成）

本県の園芸に新たなイノベーション、生
産性革命を起こす技術を開発するため
の研究開発棟等の整備

1
やまがた６次産業拠点施
設整備事業（H30.3完成）

農業者や食品製造業者が県産農産物を
活用した加工品開発を支援する施設を
整備

7
高温耐性・耐冷性検定拠
点整備計画（H31.3完成）

高品質米の安定生産を可能とする高温
耐性と耐冷性を兼ね備えた水稲品種を
育成するための大規模・高性能な検定施
設を整備

高品質・良食味米の安定生産を可能とす
るスマート農業の拠点棟を整備

2
水稲原々種等専用乾燥
調製・貯蔵施設整備事業
（H30.3完成）

多種多様な品種を効率良く乾燥調製して
複数年冷蔵保管できる水稲原々種等剪
葉乾燥調製・貯蔵施設を整備

3
次世代型低コスト大型ハ
ウス実証拠点整備計画
（H30.3完成）

東北日本海側の気候に対応した低コス
ト・省エネルギー環境制御型の次世代型
低コスト大型ハウスを整備

4

庄内浜産水産物の付加
価値向上のための研究
研修施設整備事業
（H30.4完成）

庄内浜産水産物の鮮度保持等のための
検査・研究機能、加工品試作・開発機
能、研修機能を持った研究研修施設を
整備

№ 事業名 事業概要 重要業績評価指標（ＫＰＩ）
進捗
状況

事業開始からR2事業終了時
までの増加分（累計）

5
地域特性を活かした交流
観光推進計画（H30.3完
成）

最上町が整備する観光交流拠点施設
に、最上小国川流水型ダムのライブ映
像、県内の河川や道路などの防災情報
等を発信する機能を整備

6
土地利用型作物スマート
農業拠点棟整備事業
（H31.3完成）

8
乳製品加工施設整備計
画（H31.3完成）

乳製品加工に係る基本的な製造技術の
習得から商品化や販売・ブランド化まで
を一貫して学ぶ実践教育を行う乳製品加
工施設を整備

9

「園芸大国やまがた」の
実現を支える園芸研究ス
マート拠点整備計画（R1.5
完成）

園芸農業にイノベーションを起こす技術
開発を行うスマート農業の拠点施設を整
備


